
家 庭 科 学 習 指 導 案
令和２年１１月１３日（金） 第５学年３組（５年３組教室） 指導者 中里 真一

【題 材】スッキリ！ビフォーアフター

考察 知識及び技能 思考力，判断力，表現力等 学びに向かう力，人間性等

育成を ・住まいの整理・整頓や清掃の仕 ・住まいの整理・整頓や清掃の仕方について問 ・家族の一員としてよりよい生活の実現に
目指す 方についての基礎的な知識と， 題を見いだし，適切に解決する力 向けて，家庭で実践する楽しさや家族と
資質 それらに係る技能 の関わりを感じながら，住まいの整理・
能力 整頓や清掃をしようとする態度

児童の ・学校の清掃や片付けで，ほうき ・衣生活や食生活の中から問題を見いだして課 ・家庭で調理や洗濯の実践をしたり，自ら
実態 や雑巾がけなどの知識と，それ 題を設定し，様々な方法を考えて解決してき 製作したものを家族に贈り，共に使った

に係る技能を身に付けている。 ている。 りして，家庭で実践する楽しさや，家族
・整理・整頓の仕方，汚れの種類 ・住生活の学習は初めてのため，住生活の中か とのつながりを深める喜びを感じている。
や汚れ方に応じた清掃の仕方は ら問題を見いだして課題を設定したり，様々 ・家庭で住まいの整理・整頓や清掃の実践
十分には身に付いていない。 な方法を考えて解決したりしていない。 をすることは少ない。

価値 ・必要なものをすぐに取り出せる ・整理・整頓のシミュレーションを何度も繰り ・家庭で整理・整頓や清掃をする「スッキ
整理・整頓の仕方，汚れの種類 返すことできる。 リ大作戦」を行うことは，学校で身に付
や汚れ方に応じた手軽で手際の ・学校の調理室においては，様々な種類の汚れ けた整理・整頓や清掃の仕方を活用でき
よい清掃の仕方の基礎的な知識 が見られるため，実践的・体験的な活動を通 ることを実感できる。
と，それに係る技能を身に付け して，友達と一緒に汚れの種類や汚れ方に応 ・家族から感謝される喜びを味わったり，
ることができる。 じた清掃の仕方を考えることができる。 家族の一員として生活を支える仕事がで

きる自分に気付いたりすることができる。

見方・考え方 家族が使うものをすぐに取り出せるように整理・整頓をしたり，家族と共に過ごす部屋を気持ちよく清潔に保つ清掃をしたりすること。
（協力・協働の視点，健康・快適・安全の視点）

今後の学習 ６年「夏の省エネライフ－風の通り道をつくろう－」で，部屋の模型を用いて風通しをよくする窓の開け方を考え，その方法で教室や家庭の
風の通り道づくりを行う学習へと発展していく。



指導と評価の計画

目標 必要なものをすぐに取り出せる整理・整頓の仕方や，汚れの種類や汚れ方に応じた手軽で手際のよい清掃の仕方が分かり，日常生活に生かそうとする。

評価 (①知 ・ 技)必要なものをすぐに取り出せる整理・整頓の仕方や，汚れの種類や汚れ方に応じた手軽で手際のよい清掃の仕方が分かり，家族の一員として誰もが必要なものを
規準 使いやすくなる整理・整頓や，住まいの清潔さを保つ清掃をすることができる。

(②思・判・表)整理・整頓の仕方や，清掃の仕方について問題を見いだし，必要なものをすぐに取り出せる整理・整頓や，汚れの種類や汚れ方に応じた手軽で手際のよい清掃の仕方
を考え，工夫している。

(③主体的態度)気持ちよく生活するための住まい方に関心をもつとともに，実践する楽しさや家族との関わりを感じながら，家族の一員として身の回りの整理・整頓をしたり，
清掃をしたりしようとしている。

過程 時間 学習活動 指導上の留意点 評価項目＜評価方法（観点）＞※太字は「記録に残す評価」

見 １ ○家庭や校内の整理・整頓，清掃の仕方についての疑問点 ○家族の一員として身の回りの整理・整頓や清掃をするこ ◇整理・整頓や清掃についての疑問点や，それらの
つ や，整理・整頓や清掃によって深まる家族とのつながり とへの関心を高められるように，整理・整頓や清掃前後 実践によって深まる家族とのつながりを記述した
め を考え，課題をつかむ。 の状態を比較できる画像資料を提示する。 り，発言したりしている。
る 課題：家族が使うものをすぐに取り出せるようにした ＜学習プリント・発言①②③＞
・ り，家族と共に過ごす部屋を気持ちのよく清潔
つ にしたりするには，どのように整理・整頓や清
か 掃をするとよいのだろう
む 家庭 ○家庭内で物が散らかりやすいところや，汚れやすいとこ

ろ，それらの整理・整頓の仕方，汚れの種類や汚れ方，
清掃の仕方を調査する。

１ ○学習計画を立てる。 ○家庭で調査したことを基に，整理・整頓や清掃の仕方に ◇整理・整頓や清掃の仕方について試行する内容や
ついて試行する内容や方法の見通しがもてるように，家 方法，必要な道具や材料を記述したり，発言した
庭調査の結果をまとめた資料を提示する。 りしている。 ＜学習プリント・発言②＞

追 １ 〇机の引き出しの整理・整頓をする。（本時） 〇必要なものをすぐに取り出せる整理・整頓の仕方を自分 ◇友達から聞いた整理・整頓の仕方のよさや改善点
究 なりに考えられるように，整理・整頓の仕方をタブレッ を基に，整理・整頓の仕方を再考したり，繰り返
す トを用いてシミュレーションする時間を確保する。 し試したりしている。
る ＜発言・整理・整頓の様子②＞

１ ○調理室の清掃をする。 ○汚れの種類や汚れ方に応じた清掃の仕方を自分なりに考 ◇汚れの種類や汚れ方に応じた清掃の仕方を自分な
えられるように，清掃の仕方を試す時間を確保する。 りに試したり，発言したりしている。

＜清掃の様子・清掃した場所・発言②＞
１ ○調理室を清掃した結果を話し合う。 ○汚れの種類や汚れ方に応じた手軽で手際のよい清掃の仕 ◇手軽で手際よく清潔にできる清掃の仕方を記述し

方に気付けるように，試した清掃の仕方が再現できる映 ている。 ＜学習プリント①＞
像を用意する。

１ ○校内の様々な場所の整理・整頓や清掃をする。 ○必要なものをすぐに取り出せる整理・整頓の仕方や，様 ◇必要なものをすぐに取り出せる整理・整頓の仕方
々な汚れの種類や汚れ方に応じた手軽で手際のよい清掃 や，汚れの種類や汚れ方に応じた手軽で手際のよ
の仕方を身に付けられるように，学級全体で明らかにし い清掃の仕方で，様々な場所を清潔にしている。
た整理・整頓の仕方や清掃の仕方をまとめた表を基に， ＜整理・整頓や清掃の様子・場所①＞
整理・整頓や清掃をする時間を確保する。

ま 家庭 ○家庭で「スッキリ大作戦」を行う。
と １ ○家庭で「スッキリ大作戦」を行い，身の回りの整理・整 ○整理・整頓や清掃を実践する楽しさや，家族とのつなが ◇家庭で取り組んだことのよさを基に，身の回りの

・め 頓された状態や，清潔さを保つための方法，家族からの りが深まったことの喜びを味わったり，家族が使うもの 整理・整頓や，住まいを清潔にしようとする意欲，
広る 感想を話し合う。 の取り出しやすさや，住まいの清潔さを保つ意欲をさら 清潔さを保つための方法を記述している。
げ に高めたりできるように，話し合う際の観点として，「整 ＜学習プリント①②③＞
る 理・整頓や清掃で深まった家族とのつながり」を提示す

る。



本時の学習（３／７時間目）

ね ら い タブレットを用いた整理・整頓のシミュレーションや，机の引き出しの整理・整頓を基に，整理・整頓の仕方を話し合うことを通して，必要
なものをすぐに取り出せる整理・整頓の仕方について，自分なりの考えをもつことができる。

評価項目 友達から聞いた整理・整頓の仕方のよさや改善点を基に，整理・整頓の仕方を再考したり，繰り返し試したりしている。
＜発言・整理・整頓の様子②＞

学習活動と児童の意識 指導上の留意点

１ 本時のめあてをつかむ。 ○必要なものをすぐに取り出せる整理・整頓の仕方を見付けるという目的
意識をもつことができるように，これまでの整理・整頓に関わる経験や，

・必要なものをすぐに取り出せる整理・整頓の仕方を見付けたいな。 本時に行うシミュレーションの内容を問いかける。
（目的意識） ○本時の活動の見通しがもてるように，タブレットを用いて行う整理・整

頓のシミュレーション画面を大型モニターで提示する。

めあて：シミュレーションをしたり，実際に整理・整頓をしたりして，必要なものをすぐに取り出せる整理・整頓の仕方を見付けよう

２ シミュレーションや机の引き出しの整理・整頓をして，整理・整頓の ○整理・整頓の仕方を繰り返し試すことができるように，タブレット画面
仕方を話し合う。 で画像を動かしながら，個別に机の引き出しの整理・整頓のシミュレー
・まずはどんなものが入っているかを確認し，必要かどうか，使う回数 ションをするよう促す。
はどうかで整理してみよう。 ○個別にシミュレーションした整理・整頓の仕方のよさや改善点に気付け
・友達は大きさや形も意識して，同じくらいの大きさのものをそろえた るように，タブレット画面を見比べながら，それぞれのシミュレーショ
り，軽いものは重いものの上に重ねたりしているのだな。 ンした整理・整頓の仕方をペアで伝え合う機会を設定する。

・よく使うものは手前，あまり使わないものは奥に入れる考えは，ぼく ○必要なものをすぐに取り出せる整理・整頓の仕方を見付けることができ
も友達も一緒だな。 るように，互いのシミュレーションした整理・整頓の仕方の共通点や相

・この方法で実際に引き出しを整理・整頓してみると，これまでよりも 違点を問いかける。
物が取り出しやすくなったよ。せっかく使いやすくなったのだから， ○シミュレーションで見付けた整理・整頓の仕方のよさを実感できるよう
いつも同じ場所に戻さないと，使いやすい状態が続かないな。 に，実際に自分の机の引き出しの整理・整頓をするよう促す。

○整理・整頓をすることの必要性を実感できるように，自分の机の引き出
・はさみやのりなどのよく使うものは，他のものと重ねずに手前に置 しの整理・整頓をした後の使いやすさを問いかける。
くようにしたよ。コンパスや色鉛筆などの，時々使うものは，奥に ○自分に合った整理・整頓の仕方を見付けようという意欲を高められるよ
重ねることで，スペースの確保もできたよ。（目的を達成した意識） うに，ペアで考えを伝え合ったり，それを基に再考したりしながら，繰

り返し整理・整頓を試している児童を称賛する。
３ 本時の学習の振り返りをする。 ○本時に見付けた方法で，家庭や学校で整理・整頓をする意欲や，次時か
・シミュレーションや実際に整理・整頓したり，友達の考えを聞いたり ら汚れの種類や汚れ方に応じた手軽で手際のよい清掃の仕方を見付けて
して，必要なものをすぐに取り出せる整理・整頓の仕方を見付けるこ いく意欲を高められるように，本時の活動を通して「分かったこと」「今
とができたよ。次回も友達と協力して，清掃の仕方も見付けたいな。 後取り組みたいこと」を視点に振り返りをするよう促す。



※授業の様子は，本校 HP でも紹介しています。 

【教育研究→令和２年度提案・部内授業の様子】 

機器 タブレット（１人１台） 

使用アプリ Microsoft パワーポイント 

機能等 スライド作成画面（図形の移動・回転） 

 

〇実際の授業の流れと児童の様子 
【導入】 前時において，児童は，「自

分の引き出しではなく，他のもので整

理・整頓を試して，よい方法を見付け

たい。それを，実際の整理・整頓に生か

したい」という意識をもった。そこで，

全員が同じ状態の引き出しの整理・整

頓を繰り返しシミュレーションできる

ように，タブレット端末画面で操作で

きるスライドの引き出しを用意した。

これにより，児童は，必要なものをす

ぐに取り出せる整理・整頓の仕方を見

付けるという目的意識を明確にした。 

【展開】 シミュレーションを始め，

「文房具を全て引き出しからいったん

出して入れ直す」「いらないものだけを取り出す」「同じ種類のものを集める・

重ねる」など，多様な方法で児童はシミュレーションを行った。そして，シ

ミュレーション後や，シミュレーションの途中で，タブレット画面を見せ合

いながら，周りの児童とシミュレーションした結果を比較したり，それぞれ

の方法を伝え合ったりしていた。これは，全員が同じ状態の引き出しの整理・

整頓を行うことで，結果を比較しやすかったことや，図形の移動や回転など

の操作が容易であったため，他者の考えを聞いて，繰り返し試しやすかった

からだと考えられる。一方で，タブレット画面上での図形をきれいに重ねた

り並べたりすることのみに意識が向き，タブレット操作に没頭する時間が長

く，自分の考えを他者に伝え

たり，他者の考えを基に，再

度シミュレーションを行わ

ない児童も見られた。 

 それぞれがシミュレーシ

ョンを繰り返した後，整理・

整頓の仕方を学級全体で話

し合った。そこで出た整理・

整頓の仕方や，自分が行った

シミュレーションを基に，児

童は実際に自分の引き出し

の整理・整頓を行った。シミ

ュレーションでは確認でき

なかった物の厚みなども考

慮して，物が取り出しやすく

なるように，整理・整頓を行

った。 

【終末】 児童は，本時の学

習を振り返り，「きれいに整

理・整頓することも大切だ

が，その状態を維持していく

ことが大切である。」や「今度

は家の勉強机を整理・整頓し

たい。」など，学習を通して感

じたことや，家庭実践の意欲などを学習プリントに記述した。 

 

〇授業改善に向けて 
・画面上の図形を並べることにのみ意識が向かないように，個人の実物を使

って整理・整頓の方法を見いだした後に，教室の共用スペース等のシミュ

レーションで活用するという流れも効果的であると考えられる。 

授業の振り返り 

＜タブレット端末上で整理・整頓する様子＞ 

＜タブレット端末上の引き出し＞ 

＜自分の引き出しを整理・整頓する様子＞ 


